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鈴木裕一 議員

昨
年
度
桜
川
市
出

生
人
数
は
２
３
３

人
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
大

子
町
が
給
食
費
無
料
化
に

な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
他

市
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

大
子

町
は
全
額
助
成

で
、
条
件
つ
き
で
全
額
助

成
は
古
河
市
、
第
３
子
以

降
は
石
岡
市
な
ど
６
市
町

で
、
半
額
助
成
は
神
栖
市

な
ど
４
市
町
で
す
。

小
中
学
生
で
第
３

子
の
数
を
無
料
に

し
た
場
合
は
、
ど
の
く
ら

い
の
金
額
が
か
か
る
の
か
。

教
育
部
長　

小
中

学
生
で
は
１
７
６

人
で
、
無
料
に
し
た
場
合

は
７
６
０
万
円
必
要
と
な

り
、
幼
稚
園
児
を
入
れ
る

と
１
８
４
人
と
な
り
、
約

８
０
０
万
円
に
な
り
ま

す
。

教
職
員
と
職
員
の

数
と
1
ヵ
月
の
給

食
費
は
、
ど
の
く
ら
い

払
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　

教
職

員
が
３
３
１
人
、

給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
46

人
、
合
計
３
７
７
人
で
、

給
食
費
は
、
１
ヵ
月
４
３

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
ヵ
月
４
３
０
０

円
だ
と
、
１
食
当

た
り
２
０
０
円
が
原
価
だ

と
思
い
ま
す
。
１
食
３
０

０
円
に
す
れ
ば
、
３
７
７

人
で
年
約
８
０
０
万
に
な

り
、
第
３
子
の
無
料
化
が

で
き
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

教
育
長　

賄
材
料

費
を
給
食
費
と
し

て
徴
収
し
、
４
３
０
０
円

は
中
学
生
の
金
額
で
設
定

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
近
隣
、
関
係
各
課
と

も
協
議
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
が
始

ま
っ
て
50
年
以
上

た
ち
ま
す
。
そ
の
間
に
い

ろ
い
ろ
社
会
情
勢
も
変
化

し
て
い
る
中
、
一
般
の
人

か
ら
納
得
し
て
も
ら
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

一
般
の

食
糧
費
と
比
較
し

た
、
１
食
当
た
り
の
単
価

を
見
た
場
合
は
、
比
較
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
県
内
自
治
体
を
調

査
、
確
認
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
他
の
市
町
村
の
教
職
員
の

給
食
費
も
同
じ
な
ら
桜
川

市
か
ら
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
、
少
子
化
対

策
と
し
て
、
少
し
で
も
早

く
、
第
３
子
の
無
料
化
、

第
２
子
の
半
額
を
実
現
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す

少子化対策としての
学校給食の無料化に
ついて

林　悦子 議員

萩原剛志 議員

通
学
距
離
が
、
紫

尾
地
区
も
だ
が
、

真
壁
地
区
も
５
０
０
ｍ
伸

び
る
。
徒
歩
通
学
と
バ
ス

通
学
を
分
け
る
基
準
は
。

教
育
部
長　

バ
ス

通
学
は
、
半
径
２
・

５
〜
３
・
５
㎞
以
内
の
小

学
1
年
〜
３
年
生
で
、
紫

尾
団
地
付
近
か
ら
つ
く
し

湖
下
付
近
。
亀
熊
か
ま
や

食
堂
さ
ん
先
５
０
０
ｍ
〜

桜
川
中
学
校
付
近
の
小
学

１
年
〜
３
年
生
。
酒
寄
地

区
小
学
生
全
員
。
そ
れ
以

外
は
、
全
員
徒
歩
通
学
で

す
。

バ
ス
通
学
料
金
の

保
護
者
負
担
は
あ

る
の
か
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲

の
際
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
や
リ
ス
ク
が
あ

る
。
中
で
も
、
重
症
熱
性

血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
や
日
本
紅
斑
熱

な
ど
、マ
ダ
ニ
な
ど
に
よ
っ

て
感
染
す
る
リ
ス
ク
も
あ

る
。
有
害
捕
獲
は
市
の
責

任
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い

く
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
対
策
と

し
て
、
血
液
検
査
の
実
施

に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長　

感
染

予
防
と
し
て
、
ゴ

ム
手
袋
や
長
靴
、
長
袖
作

桃
山
学
園
開
校
後
の

通
学
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
捕
獲
に
お
け
る

感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て

教
育
部
長　

市
が

負
担
し
ま
す
。
保

護
者
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

は
、
人
目
に
つ
か

ず
、
自
転
車
が
走
り
、
危

な
い
場
合
が
あ
る
が
、
通

学
路
に
な
る
の
か
。

教
育
部
長　

紫
尾

地
区
は
、
県
道
東

山
田
・
岩
瀬
線
と
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
の
交
差
点
か
ら

入
る
ル
ー
ト
を
考
え
て
い

ま
す
。
南
紫
尾
・
団
地
の

児
童
は
、
そ
こ
ま
で
は
、
県

道
つ
く
ば
・
益
子
線
を
北

上
し
ま
す
。
真
壁
地
区
で
は

五
町
内
・
古
城
・
山
尾
・
飯

塚
方
面
か
ら
は
飯
塚
児
童

館
前
か
ら
真
壁
小
ま
で
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
。そ
の
後
、

真
壁
小
東
側
を
通
り
、
り

ん
り
ん
ロ
ー
ド
に
入
る

ル
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

各
小
中
学
校
に

は
、
校
歌
の
作
者

や
歴
史
的
人
物
の
書
が
あ

業
服
等
の
着
用
を
怠
ら
な

い
よ
う
に
、
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
全
な

有
害
捕
獲
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
血
液
検
査
に

つ
い
て
は
、
県
や
関
係
機

関
と
よ
く
相
談
し
て
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

防
災
課
の
業
務
に

つ
い
て市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
防
災
課
の
業

務
に
つ
い
て
、「（
６
）
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
に
関
す
る

事
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
。

総
務
部
長　

国
の

法
律
に
よ
っ
て
、

地
方
公
共
団
体
は
国
内
外

か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
及

る
。
こ
れ
ら
品
々
の
保
存
、

展
示
を
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

紫
尾

小
、
桃
山
中
に
は
、

詩
人
、
白し

ら
と
り
し
ょ
う
ご

鳥
省
吾
の
書
・

校
歌
が
あ
る
。
真
壁
小
に

は
、
幕
末
〜
明
治
期
に
活

躍
し
た
山

や
ま
お
か
て
っ
し
ゅ
う

岡
鉄
舟
の
書「
真

壁
校
」
※
１
。
渋
沢
栄
一
の

書
「
為

な
ん
じ
き
ょ
し
ょ
う
を
お
し
む

爾
惜
居
諸
」
※
２

が
あ
り
、大
変
有
名
な
方
々

で
す
。
ま
た
、
作
曲
家

中な
か
む
ら
は
ち
だ
い

村
八
大
氏
（「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
の
作
者
）
の

直
筆
楽
譜
、
曹
洞
宗
大
本

山
總そ

う
じ
じ

持
寺
管
長
の
書
も
あ

り
ま
す
。
保
存
、
修
繕
状

況
を
調
査
・
検
討
し
、
所

蔵
品
は
桃
山
学
園
に
移
し

て
保
管
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
上
曽
ト
ン
ネ
ル
は
、
県
道

で
あ
っ
て
も
市
の
負
担
で

整
備
す
る
訳
だ
が
、
15
年

前
の
試
算
か
ら
増
額
分
に

つ
い
て
は
、
白
田
県
議
と

と
も
に
、
市
長
も
知
事
へ

の
交
渉
を
努
力
し
て
も
ら

え
な
い
か

※
１ 「
校
」
は
学
ぶ
所
と
い
う   

　

  

意
味

※
２ 

時
間
を
無
駄
に
せ
ず
一    

　
　

 

生
懸
命
働
き
な
さ
い

び
テ
ロ
攻
撃
に
よ
る
武
力

攻
撃
等
が
あ
っ
た
場
合
に
、

国
民
を
保
護
す
る
た
め
の

措
置
を
的
確
に
、
か
つ
迅

速
に
実
施
し
、
関
係
機
関

と
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
を
総
合
的
に
推
進
す

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
第
二
次
総
合
計
画

の
中
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
今

後
の
桜
川
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
心
と
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

・
犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、
野
良
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
地
域
で

飼
育
す
る
「
地
域
猫
活
動
」

の
推
進
に
つ
い
て

・
桜
川
市
の
英
語
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
に
つ
い
て

・
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

等
が
あ
る
中
で
、
市
内
に

着
弾
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
の
市
の
対
応
は

昨
年
度
幼
稚
園
と

保
育
園
が
統
合
さ

れ
、
６
施
設
を
３
施
設
に

し
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
、

ど
の
程
度
予
算
が
削
減
さ

れ
た
の
か
。

教
育
部
長 　

約
１

０
０
０
万
円
程
度

削
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
か
べ
幼
稚
園
の

定
員
、
園
児
数
と

今
後
の
見
通
し
は
。

保育施設について
大山和則 議員

教
育
部
長　

定
員

は
８
保
育
室
２
４

０
名
で
す
。
園
児
数
は
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
、

４
歳
児
が
１
学
級
で
20
名
、

５
歳
児
が
１
学
級
で
31
名
、

合
計
51
名
で
す
。
今
後
の

見
通
し
は
、
桜
川
市
立
保

育
所
・
幼
稚
園
再
編
計
画

で
は
、
園
児
の
推
移
を
考

慮
し
民
間
保
育
園
、
幼
稚

園
と
協
議
し
な
が
ら
、
民

間
へ
の
移
行
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

桃
山
学
園

桃
山
学
園
の
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

教
育
部
長　

５
月

末
現
在
で
約
25
％

の
進
捗
率
で
す
。
計
画
に

沿
っ
て
順
調
に
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
に
基
礎
杭
工
事
や
基

礎
工
事
の
施
工
が
終
わ

り
、
地
上
１
階
部
分
の

躯く
た
い体
工
事
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
順
調
に

作
業
が
進
め
ら
れ
、
平
成

30
年
２
月
に
竣
工
検
査
、

そ
し
て
引
き
渡
し
を
受
け

た
後
、
引
っ
越
し
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す

桃
山
学
園
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
通

学
路
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

通
学

路
の
現
地
調
査
を

実
施
し
、
統
合
準
備
委
員

会
通
学
分
科
会
で
協
議
し

た
結
果
、
桃
山
中
学
校
校

門
を
中
心
と
し
て
、
半
径

２
・
５
㎞
以
内
の
小
学
生

は
自
宅
か
ら
徒
歩
に
よ
る

通
学
、
次
に
半
径
２
・
５

㎞
か
ら
３
・
５
㎞
の
間
に

自
宅
の
あ
る
、
１
年
生
か

ら
３
年
生
の
小
学
生
及
び

３
・
５
㎞
を
超
え
る
小
学

生
は
、
バ
ス
等
の
通
学
支

援
を
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
部
長　

通
学

路
の
整
備
に
関
し

て
は
、
県
道
石
岡
筑
西
線

か
ら
桃
山
学
園
ま
で
、
歩

道
を
備
え
た
新
設
道
路
の

整
備
、
計
画
を
国
庫
補
助

金
、
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
早
急
な
整
備
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す


